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(57)【要約】
【課題】　ディスプレイ装置のスピーカーの遅延時間を
、ＡＶアンプに接続されているスピーカーの遅延時間に
関連づけて自動的に設定すること。
【解決手段】　ＡＶアンプからディスプレイ装置にテス
ト信号を送信し、ディスプレイ装置のスピーカーからテ
スト信号を再生させ、聴取者の位置に配置されるマイク
によってテスト信号を受信することにより、テスト信号
到達時間を測定する。ディスプレイ装置のスピーカーの
テスト信号到達時間と、ＡＶアンプに接続されたスピー
カーのテスト信号到達時間とに基づいて、ディスプレイ
装置のスピーカーの遅延時間およびＡＶアンプに接続さ
れたスピーカーの遅延時間を関連づけて算出して記憶す
る。
【選択図】図７
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　少なくとも１つの第１スピーカーを備えるディスプレイ装置と、前記ディスプレイ装置
と少なくとも１つの第２スピーカーとが接続可能な音声処理装置とを備える音声再生シス
テムであって、
　前記音声処理装置が、
　前記第２スピーカーからテスト信号を再生させ、聴取者の位置に配置されるマイクロフ
ォンによって当該テスト信号を受信することにより、前記第２スピーカーのテスト信号到
達時間を測定し、前記第１スピーカーから再生されるテスト信号を前記マイクロフォンに
よって受信することにより、前記第１スピーカーのテスト信号到達時間を測定する測定手
段と、
　前記第１スピーカーのテスト信号到達時間と、前記第２スピーカーのテスト信号到達時
間とに基づいて、前記第１スピーカーから再生される第１チャンネル音声データの遅延時
間および前記第２スピーカーから再生される第２チャンネル音声データの遅延時間の少な
くとも１つを算出して記憶する遅延時間管理手段と、
　前記テスト信号を前記ディスプレイ装置に送信するテスト信号送信手段と、
　前記遅延時間管理手段に記憶されている遅延時間に基づいて、マルチチャンネル音声デ
ータに含まれている前記第１チャンネル音声データおよび前記第２チャンネル音声データ
の少なくとも１つを遅延させる遅延処理手段と、
　前記第１チャンネル音声データを前記ディスプレイ装置に送信し、前記第２チャンネル
音声データを前記第２スピーカーから再生させる第１再生手段とを有し、
　前記ディスプレイ装置が、
　前記第１再生手段から送信された前記第１チャンネル音声データを受信し、前記第１ス
ピーカーから再生させる第２再生手段と、
　前記テスト信号送信手段から送信された前記テスト信号を受信し、前記第１スピーカー
から前記テスト信号を再生させるテスト信号再生手段とを有する、音声再生システム。
【請求項２】
　前記測定手段が、前記第２スピーカーからテスト信号を再生させ、聴取者の位置に配置
される前記マイクロフォンによって当該テスト信号を受信することにより、前記第２スピ
ーカーの聴取者の位置における音量レベルを測定し、前記第１スピーカーから再生される
テスト信号を前記マイクロフォンによって受信することにより、前記第１スピーカーの聴
取者の位置における音量レベルを測定し、
　前記音声処理装置が、
　前記第１スピーカーの聴取者の位置における音量レベルと、前記第２スピーカーの聴取
者の位置における音量レベルとに基づいて、前記第１スピーカーから再生される前記第１
チャンネル音声データの音量補正レベルおよび前記第２スピーカーから再生される前記第
２チャンネル音声データの音量補正レベルの少なくとも１つを算出して記憶する音量補正
レベル管理手段と、
　前記音量補正レベル管理手段に記憶されている音量補正レベルに基づいて、前記第１チ
ャンネル音声データの音量レベルおよび前記第２チャンネル音声データの音量レベルを算
出する音量レベル算出手段と、
　前記音量レベル算出手段によって算出された前記第２スピーカーに対する音量レベルに
設定され、前記第２チャンネル音声データの音量レベルを調整する第１音量調整手段と、
　前記音量レベル算出手段によって算出された前記第１スピーカーに対する音量レベルを
前記ディスプレイ装置に送信する音量レベル送信手段とをさらに有し、
　前記ディスプレイ装置が、
　前記音量レベル送信手段から送信された前記第１スピーカーに対する音量レベルに設定
され、前記第１チャンネル音声データの音量レベルを調整する第２音量調整手段をさらに
有する、音声再生システム。
【請求項３】
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　前記ディスプレイ装置が、前記音量レベル送信手段から送信された前記第１スピーカー
に対する音量レベルに設定される直前に前記第２音量調整手段に設定されていた元音量レ
ベルを前記音声処理装置に送信する元音量レベル送信手段をさらに有し、
　前記音声処理装置が、前記元音量レベルを受信して記憶する元音量レベル記憶手段と、
　前記測定手段が前記第１スピーカーの聴取者の位置における音量レベルを測定した後、
前記元音量レベル記憶手段に記憶されている前記元音量レベルを前記ディスプレイ装置に
返信する元音量レベル返信手段とをさらに有し、
　返信された前記元音量レベルを受信したとき、前記第２音量調整手段の音量レベルが前
記元音量レベルに再度設定される、請求項２に記載の音声再生システム。
【請求項４】
　前記音声処理装置が、マルチチャンネル音声データに含まれている第３チャンネル音声
データを再生する第３スピーカーがさらに接続可能であり、
　前記音声処理装置が、前記第１スピーカーを使用可能であるか否かを判断するスピーカ
ー判断手段と、
　前記第１スピーカーを使用不可能であると判断されたとき、前記遅延時間管理手段が、
前記第２スピーカーのテスト信号到達時間と、前記第３スピーカーのテスト信号到達時間
とに基づいて、前記第２スピーカーから再生される前記第２チャンネル音声データの遅延
時間および前記第３スピーカーから再生される前記第３チャンネル音声データの遅延時間
の少なくとも１つを算出して記憶し、
　前記第１スピーカーを使用可能であると判断されたとき、前記遅延時間管理手段が、前
記第１スピーカーのテスト信号到達時間と、前記第２スピーカーのテスト信号到達時間と
、前記第３スピーカーのテスト信号到達時間とに基づいて、前記第１スピーカーから再生
される前記第１チャンネル音声データの遅延時間、前記第２スピーカーから再生される前
記第２チャンネル音声データの遅延時間および前記第３スピーカーから再生される前記第
３チャンネル音声データの遅延時間の少なくとも１つを算出して記憶する、請求項１に記
載の音声再生システム。
【請求項５】
　前記音声処理装置が、マルチチャンネル音声データに含まれている第３チャンネル音声
データを再生する第３スピーカーがさらに接続可能であり、
　前記音声処理装置が、前記第１スピーカーを使用可能であるか否かを判断するスピーカ
ー判断手段と、
　前記第１スピーカーを使用不可能であると判断されたとき、前記音量補正レベル管理手
段が、前記第２スピーカーの聴取者の位置における音量レベルと、前記第３スピーカーの
聴取者の位置における音量レベルとに基づいて、前記第２スピーカーから再生される前記
第２チャンネル音声データの音量補正レベルおよび前記第３スピーカーから再生される前
記第３チャンネル音声データの音量補正レベルの少なくとも１つを算出して記憶し、
　前記第１スピーカーを使用可能であると判断されたとき、前記音量補正レベル管理手段
が、前記第１スピーカーの聴取者の位置における音量レベルと、前記第２スピーカーの聴
取者の位置における音量レベルと、前記第３スピーカーの聴取者の位置における音量レベ
ルとに基づいて、前記第１スピーカーから再生される前記第１チャンネル音声データの音
量補正レベル、前記第２スピーカーから再生される前記第２チャンネル音声データの音量
補正レベルおよび前記第３スピーカーから再生される前記第３チャンネル音声データの音
量補正レベルの少なくとも１つを算出して記憶する、請求項２に記載の音声再生システム
。
【請求項６】
　少なくとも１つの第１スピーカーを備えるディスプレイ装置と、前記ディスプレイ装置
と少なくとも１つの第２スピーカーとが接続可能な音声処理装置とを備える音声再生シス
テムであって、
　前記音声処理装置が、
　前記第２スピーカーからテスト信号を再生させ、聴取者の位置に配置されるマイクロフ
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ォンによって当該テスト信号を受信することにより、前記第２スピーカーの聴取者の位置
における音量レベルを測定し、前記第１スピーカーから再生されるテスト信号を前記マイ
クロフォンによって受信することにより、前記第１スピーカーの聴取者の位置における音
量レベルを測定する測定手段と、
　前記第１スピーカーの聴取者の位置における音量レベルと、前記第２スピーカーの聴取
者の位置における音量レベルとに基づいて、前記第１スピーカーから再生される第１チャ
ンネル音声データの音量補正レベルおよび前記第２スピーカーから再生される第２チャン
ネル音声データの音量補正レベルの少なくとも１つを算出して記憶する音量補正レベル管
理手段と、
　前記音量補正レベル管理手段に記憶されている音量補正レベルに基づいて、前記第１チ
ャンネル音声データの音量レベルおよび前記第２チャンネル音声データの音量レベルを算
出する音量レベル算出手段と、
　前記音量レベル算出手段によって算出された前記第２スピーカーに対する音量レベルに
設定され、前記第２チャンネル音声データの音量レベルを調整する第１音量調整手段と、
　前記音量レベル算出手段によって算出された前記第１スピーカーに対する音量レベルを
前記ディスプレイ装置に送信する音量レベル送信手段と、
　前記テスト信号を前記ディスプレイ装置に送信するテスト信号送信手段と、
　前記第１チャンネル音声データを前記ディスプレイ装置に送信し、前記第２チャンネル
音声データを前記第２スピーカーから再生させる第１再生手段とを有し、
　前記ディスプレイ装置が、
　前記音量レベル送信手段から送信された前記第１スピーカーに対する音量レベルに設定
され、前記第１チャンネル音声データの音量レベルを調整する第２音量調整手段と
　前記第１チャンネル音声データを前記第１スピーカーから再生させる第２再生手段と、
　前記テスト信号送信手段から送信された前記テスト信号を受信し、前記第１スピーカー
から再生させるテスト信号再生手段とを有する、音声再生システム。
【請求項７】
　請求項１に記載の音声再生システムに使用される音声処理装置であって、
　前記第２スピーカーからテスト信号を再生させ、聴取者の位置に配置されるマイクロフ
ォンによって当該テスト信号を受信することにより、前記第２スピーカーのテスト信号到
達時間を測定し、前記第１スピーカーから再生されるテスト信号を前記マイクロフォンに
よって受信することにより、前記第１スピーカーのテスト信号到達時間を測定する測定手
段と、
　前記第１スピーカーのテスト信号到達時間と、前記第２スピーカーのテスト信号到達時
間とに基づいて、前記第１スピーカーから再生される第１チャンネル音声データの遅延時
間および前記第２スピーカーから再生される第２チャンネル音声データの遅延時間の少な
くとも１つを算出して記憶する遅延時間管理手段と、
　前記テスト信号を前記ディスプレイ装置に送信するテスト信号送信手段と、
　前記遅延時間管理手段に記憶されている遅延時間に基づいて、マルチチャンネル音声デ
ータに含まれている前記第１チャンネル音声データおよび前記第２チャンネル音声データ
の少なくとも１つを遅延させる遅延処理手段と、
　前記第１チャンネル音声データを前記ディスプレイ装置に送信し、前記第２チャンネル
音声データを前記第２スピーカーから再生させる第１再生手段とを備える、音声処理装置
。
【請求項８】
　請求項６に記載の音声再生システムに使用される音声処理装置であって、
　前記第２スピーカーからテスト信号を再生させ、聴取者の位置に配置されるマイクロフ
ォンによって当該テスト信号を受信することにより、前記第２スピーカーの聴取者の位置
における音量レベルを測定し、前記第１スピーカーから再生されるテスト信号を前記マイ
クロフォンによって受信することにより、前記第１スピーカーの聴取者の位置における音
量レベルを測定する測定手段と、
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　前記第１スピーカーの聴取者の位置における音量レベルと、前記第２スピーカーの聴取
者の位置における音量レベルとに基づいて、前記第１スピーカーから再生される第１チャ
ンネル音声データの音量補正レベルおよび前記第２スピーカーから再生される第２チャン
ネル音声データの音量補正レベルの少なくとも１つを算出して記憶する音量補正レベル管
理手段と、
　前記音量補正レベル管理手段に記憶されている音量補正レベルに基づいて、前記第１チ
ャンネル音声データの音量レベルおよび前記第２チャンネル音声データの音量レベルを算
出する音量レベル算出手段と、
　前記音量レベル算出手段によって算出された前記第２スピーカーに対する音量レベルに
設定され、前記第２チャンネル音声データの音量レベルを調整する第１音量調整手段と、
　前記音量レベル算出手段によって算出された前記第１スピーカーに対する音量レベルを
前記ディスプレイ装置に送信する音量レベル送信手段と、
　前記テスト信号を前記ディスプレイ装置に送信するテスト信号送信手段と、
　前記第１チャンネル音声データを前記ディスプレイ装置に送信し、前記第２チャンネル
音声データを前記第２スピーカーから再生させる第１再生手段とを備える、音声処理装置
。
【請求項９】
　請求項７または８に記載の音声処理装置の各手段をコンピュータに実行させる、音声処
理装置の動作プログラム。
【請求項１０】
　請求項１に記載の音声再生システムに使用されるディスプレイ装置であって、
　前記第１再生手段から送信された前記第１チャンネル音声データを受信し、前記第１ス
ピーカーから再生させる第２再生手段と、
　前記テスト信号送信手段から送信された前記テスト信号を受信し、前記第１スピーカー
から前記テスト信号を再生させるテスト信号再生手段とを備える、ディスプレイ装置。
【請求項１１】
　請求項６に記載の音声再生システムに使用されるディスプレイ装置であって、
　前記音量レベル送信手段から送信された前記第１スピーカーに対する音量レベルに設定
され、前記第１チャンネル音声データの音量レベルを調整する第２音量調整手段と
　前記第１チャンネル音声データを前記第１スピーカーから再生させる第２再生手段と、
　前記テスト信号送信手段から送信された前記テスト信号を受信し、前記第１スピーカー
から再生させるテスト信号再生手段とを備える、ディスプレイ装置。
【請求項１２】
　請求項１０または１１に記載のディスプレイ装置の各手段をコンピュータに実行させる
、ディスプレイ装置の動作プログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、マルチチャンネル音声データを再生する音声処理装置およびディスプレイ装
置を備える音声再生システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ＨＤＭＩ規格に準拠したソース機器であるＤＶＤプレーヤと、リピーター機器であるＡ
Ｖアンプと、シンク機器であるディスプレイ装置とを備える音声再生システムが利用され
ており、ソース機器から出力されるＨＤＭＩデータに映像データ及び音声データを含める
ことにより、１本のＨＤＭＩケーブルによって映像データ及び音声データの両方をリピー
ター機器又はシンク機器に送信することができる。ＡＶアンプは、ＤＶＤプレーヤから受
信したＨＤＭＩデータを元の映像データ及び音声データに変換し、音声データを増幅して
スピーカーに出力すると共に、映像データを再度ＨＤＭＩデータに変換し、ディスプレイ
装置に送信する。ディスプレイ装置は、受信したＨＤＭＩデータを元の映像データに変換
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して表示する。
【０００３】
　ＤＶＤプレーヤからＡＶアンプに送信されるＨＤＭＩデータに含まれている音声データ
は、マルチチャンネル音声データがエンコードされたものである。例えば、マルチチャン
ネル音声データは、図１１に示すように、左音声データＬ、右音声データＲ、中央音声デ
ータＣ、低域音声データＳＷ、サラウンド左音声データＳＬ、サラウンド右音声データＳ
Ｒ、左中央側音声データＬｃ、および右中央側音声データＲｃを含む。
【０００４】
　しかしながら、コストの問題を考慮し、ＡＶアンプには左中央側音声データＬｃ、右中
央側音声データＲｃに対応する増幅処理部やスピーカー出力端子が設けられていないこと
が多い。あるいは、これらの音声データに対応する増幅処理部及びスピーカー出力端子が
ＡＶアンプに設けられている場合であっても、ユーザがこれらの音声データに対応するス
ピーカーをＡＶアンプに接続しないことが多い。その結果、ＤＶＤディスクにこれらのチ
ャンネルの音声データが含まれている場合であっても、これらのチャンネルの音声データ
を再生し、スピーカーから音声を再生することができない。
【０００５】
　この問題を解決するために出願人は下記先行出願１において、左中央側音声データＬｃ
および右中央側音声データＲｃをＨＤＭＩデータに変換してディスプレイ装置に送信し、
ディスプレイ装置がＨＤＭＩデータに含まれる左中央側音声データＬｃおよび右中央側音
声データＲｃを、ディスプレイ装置に設けられているスピーカーから再生するシステムを
提案している。
【０００６】
　ここで、ＡＶアンプは、各スピーカーについて音声データの遅延時間や音量補正レベル
を設定するスピーカー設定機能が設けられており、各スピーカーから音声を再生する際に
設定されている遅延時間に基づいて音声データを遅延させ、かつ、設定されている音量補
正レベルに基づく音量レベルに調整する。なお、ＡＶアンプに接続されたマイクを聴取者
の位置に配置し、各スピーカーから順番にテスト信号を再生し、マイクでそのテスト信号
を受信し、各スピーカーから再生されたテスト信号のマイクへの到達時間および聴取者の
位置における音量レベルを測定することによって、各スピーカーに遅延時間および音量補
正レベルを自動的に設定する自動スピーカー設定機能が設けられている。また、ディスプ
レイ装置は、音量レベルを設定できるようになっており、設定されている音量レベルに音
声信号を調整し、スピーカーから音声を出力する。
【０００７】
　しかし、上記の音声再生システムにおいては、ディスプレイ装置のスピーカーから再生
される音声データの遅延時間や音量補正レベルを、ＡＶアンプに接続されているスピーカ
ーから再生される音声データの遅延時間や音量補正レベルに関連づけて自動的に設定する
ことができない。
【０００８】
【特許文献１】特開２００７－２８８２４７号公報　　［先行出願１］特願２００８－９
６９４号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　本発明は上記従来の課題を解決するためになされたものであり、その目的は、ディスプ
レイ装置のスピーカーから再生される音声データの遅延時間または音量補正レベルを、Ａ
Ｖアンプに接続されているスピーカーから再生される音声データの遅延時間又は音量補正
レベルに関連づけて自動的に設定することができる音声再生システムを提供することであ
る。
【課題を解決するための手段】
【００１０】



(7) JP 2009-246911 A 2009.10.22

10

20

30

40

50

　本発明の好ましい実施形態による音声再生システムは、少なくとも１つの第１スピーカ
ーを備えるディスプレイ装置と、前記ディスプレイ装置と少なくとも１つの第２スピーカ
ーとが接続可能な音声処理装置とを備える。前記音声処理装置が、前記第２スピーカーか
らテスト信号を再生させ、聴取者の位置に配置されるマイクロフォンによって当該テスト
信号を受信することにより、前記第２スピーカーのテスト信号到達時間を測定し、前記第
１スピーカーから再生されるテスト信号を前記マイクロフォンによって受信することによ
り、前記第１スピーカーのテスト信号到達時間を測定する測定手段と、前記第１スピーカ
ーのテスト信号到達時間と、前記第２スピーカーのテスト信号到達時間とに基づいて、前
記第１スピーカーから再生される第１チャンネル音声データの遅延時間および前記第２ス
ピーカーから再生される第２チャンネル音声データの遅延時間の少なくとも１つを算出し
て記憶する遅延時間管理手段と、前記テスト信号を前記ディスプレイ装置に送信するテス
ト信号送信手段と、前記遅延時間管理手段に記憶されている遅延時間に基づいて、マルチ
チャンネル音声データに含まれている前記第１チャンネル音声データおよび前記第２チャ
ンネル音声データの少なくとも１つを遅延させる遅延処理手段と、前記第１チャンネル音
声データを前記ディスプレイ装置に送信し、前記第２チャンネル音声データを前記第２ス
ピーカーから再生させる第１再生手段とを有する。前記ディスプレイ装置が、前記第１再
生手段から送信された前記第１チャンネル音声データを受信し、前記第１スピーカーから
再生させる第２再生手段と、前記テスト信号送信手段から送信された前記テスト信号を受
信し、前記第１スピーカーから前記テスト信号を再生させるテスト信号再生手段とを有す
る。
【００１１】
　音声処理装置は、ディスプレイ装置の第１スピーカーの遅延時間を、音声処理装置に接
続される第２スピーカーの遅延時間と関連づけて算出し記憶することができる。そして、
音声処理装置は、第１スピーカーで再生すべきチャンネルの音声データが含まれている場
合、第１スピーカー用の遅延時間だけこのチャンネルの音声データを遅延させてディスプ
レイ装置に出力することができる。その結果、第１スピーカーから再生される音声と、第
２スピーカーから再生される音声との聴取者への到達時間をほぼ同じにすることができる
。
【００１２】
　好ましい実施形態においては、前記測定手段が、前記第２スピーカーからテスト信号を
再生させ、聴取者の位置に配置される前記マイクロフォンによって当該テスト信号を受信
することにより、前記第２スピーカーの聴取者の位置における音量レベルを測定し、前記
第１スピーカーから再生されるテスト信号を前記マイクロフォンによって受信することに
より、前記第１スピーカーの聴取者の位置における音量レベルを測定する。前記音声処理
装置が、前記第１スピーカーの聴取者の位置における音量レベルと、前記第２スピーカー
の聴取者の位置における音量レベルとに基づいて、前記第１スピーカーから再生される前
記第１チャンネル音声データの音量補正レベルおよび前記第２スピーカーから再生される
前記第２チャンネル音声データの音量補正レベルの少なくとも１つを算出して記憶する音
量補正レベル管理手段と、前記音量補正レベル管理手段に記憶されている音量補正レベル
に基づいて、前記第１チャンネル音声データの音量レベルおよび前記第２チャンネル音声
データの音量レベルを算出する音量レベル算出手段と、前記音量レベル算出手段によって
算出された前記第２スピーカーに対する音量レベルに設定され、前記第２チャンネル音声
データの音量レベルを調整する第１音量調整手段と、前記音量レベル算出手段によって算
出された前記第１スピーカーに対する音量レベルを前記ディスプレイ装置に送信する音量
レベル送信手段とをさらに有する。前記ディスプレイ装置が、前記音量レベル送信手段か
ら送信された前記第１スピーカーに対する音量レベルに設定され、前記第１チャンネル音
声データの音量レベルを調整する第２音量調整手段とをさらに有する。
【００１３】
　音声処理装置は、ディスプレイ装置の第１スピーカーの音量補正レベルを、音声処理装
置に接続される第２スピーカーの音量補正レベルと関連づけて算出し記憶することができ
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る。そして、音声処理装置は、第１スピーカーで再生すべきチャンネルの音声データが含
まれている場合、第１スピーカー用の音量レベルをディスプレイ装置に送信し、このチャ
ンネルの音声データをディスプレイ装置に出力する。その結果、第１スピーカーから再生
される音声と、第２スピーカーから再生される音声との聴取者の位置における音量レベル
をほぼ同じにすることができる。
【００１４】
　好ましい実施形態においては、前記ディスプレイ装置が、前記音量レベル送信手段から
送信された前記第１スピーカーに対する音量レベルに設定される直前に前記第２音量調整
手段に設定されていた元音量レベルを前記音声処理手段に送信する元音量レベル送信手段
をさらに有し、前記音声処理装置が、前記元音量レベルを受信して記憶する元音量レベル
記憶手段と、前記測定手段が前記第１スピーカーの聴取者の位置における音量レベルを測
定した後、前記元音量レベル記憶手段に記憶されている前記元音量レベルを前記ディスプ
レイ装置に返信する元音量レベル返信手段とをさらに有し、返信された前記元音量レベル
を受信したとき、前記第２音量調整手段の音量レベルが前記元音量レベルに再度設定され
る。
【００１５】
　この場合、第１スピーカーの聴取者の位置における音量レベルを測定した後、元の音量
レベルに戻すことができるので、他の音声データを第１スピーカーから再生する際に、聴
取者に違和感を与えることを防止できる。
【００１６】
　好ましい実施形態においては、前記音声処理装置が、マルチチャンネル音声データに含
まれている第３チャンネル音声データを再生する第３スピーカーがさらに接続可能であり
、前記音声処理装置が、前記第１スピーカーを使用可能であるか否かを判断するスピーカ
ー判断手段と、前記第１スピーカーを使用不可能であると判断されたとき、前記遅延時間
管理手段が、前記第２スピーカーのテスト信号到達時間と、前記第３スピーカーのテスト
信号到達時間とに基づいて、前記第２スピーカーから再生される前記第２チャンネル音声
データの遅延時間および前記第３スピーカーから再生される前記第３チャンネル音声デー
タの遅延時間の少なくとも１つを算出して記憶し、前記第１スピーカーを使用可能である
と判断されたとき、前記遅延時間管理手段が、前記第１スピーカーのテスト信号到達時間
と、前記第２スピーカーのテスト信号到達時間と、前記第３スピーカーのテスト信号到達
時間とに基づいて、前記第１スピーカーから再生される前記第１チャンネル音声データの
遅延時間、前記第２スピーカーから再生される前記第２チャンネル音声データの遅延時間
および前記第３スピーカーから再生される前記第３チャンネル音声データの遅延時間の少
なくとも１つを算出して記憶する。
【００１７】
　この場合、第１スピーカーを使用不可能である場合には、音声処理装置に接続されてい
る第２スピーカー及第３スピーカーのテスト信号到達時間のみに基づいて、第２スピーカ
ー及第３スピーカーの遅延時間を算出することができる。また、第１スピーカーを使用可
能である場合には、第１スピーカーと第２スピーカーと第３スピーカーとのテスト信号到
達時間に基づいて、第１スピーカー、第２スピーカー及第３スピーカーの遅延時間を算出
することができる。
【００１８】
　好ましい実施形態においては、前記音声処理装置が、マルチチャンネル音声データに含
まれている第３チャンネル音声データを再生する第３スピーカーがさらに接続可能であり
、前記音声処理装置が、前記第１スピーカーを使用可能であるか否かを判断するスピーカ
ー判断手段と、前記第１スピーカーを使用不可能であると判断されたとき、前記音量補正
レベル管理手段が、前記第２スピーカーの聴取者の位置における音量レベルと、前記第３
スピーカーの聴取者の位置における音量レベルとに基づいて、前記第２スピーカーから再
生される前記第２チャンネル音声データの音量補正レベルおよび前記第３スピーカーから
再生される前記第３チャンネル音声データの音量補正レベルの少なくとも１つを算出して



(9) JP 2009-246911 A 2009.10.22

10

20

30

40

50

記憶し、前記第１スピーカーを使用可能であると判断されたとき、前記音量補正レベル管
理手段が、前記第１スピーカーの聴取者の位置における音量レベルと、前記第２スピーカ
ーの聴取者の位置における音量レベルと、前記第３スピーカーの聴取者の位置における音
量レベルとに基づいて、前記第１スピーカーから再生される前記第１チャンネル音声デー
タの音量補正レベル、前記第２スピーカーから再生される前記第２チャンネル音声データ
の音量補正レベルおよび前記第３スピーカーから再生される前記第３チャンネル音声デー
タの音量補正レベルの少なくとも１つを算出して記憶する。
【００１９】
　この場合、第１スピーカーを使用不可能である場合には、音声処理装置に接続されてい
る第２スピーカー及第３スピーカーの聴取者の位置における音量レベルのみに基づいて、
第２スピーカー及第３スピーカーの音量補正レベルを算出することができる。また、第１
スピーカーを使用可能である場合には、第１スピーカー、第２スピーカー及第３スピーカ
ーの聴取者の位置における音量レベルに基づいて、第１スピーカー、第２スピーカー及第
３スピーカーの音量補正レベルを算出することができる。
【００２０】
　本発明の別の好ましい実施形態による音声再生システムは、少なくとも１つの第１スピ
ーカーを備えるディスプレイ装置と、前記ディスプレイ装置と少なくとも１つの第２スピ
ーカーとが接続可能な音声処理装置とを備える。前記音声処理装置が、前記第２スピーカ
ーからテスト信号を再生させ、聴取者の位置に配置されるマイクロフォンによって当該テ
スト信号を受信することにより、前記第２スピーカーの聴取者の位置における音量レベル
を測定し、前記第１スピーカーから再生されるテスト信号を前記マイクロフォンによって
受信することにより、前記第１スピーカーの聴取者の位置における音量レベルを測定する
測定手段と、前記第１スピーカーの聴取者の位置における音量レベルと、前記第２スピー
カーの聴取者の位置における音量レベルとに基づいて、前記第１スピーカーから再生され
る第１チャンネル音声データの音量補正レベルおよび前記第２スピーカーから再生される
第２チャンネル音声データの音量補正レベルの少なくとも１つを算出して記憶する音量補
正レベル管理手段と、前記音量補正レベル管理手段に記憶されている音量補正レベルに基
づいて、前記第１チャンネル音声データの音量レベルおよび前記第２チャンネル音声デー
タの音量レベルを算出する音量レベル算出手段と、前記音量レベル算出手段によって算出
された前記第２スピーカーに対する音量レベルに設定され、前記第２チャンネル音声デー
タの音量レベルを調整する第１音量調整手段と、前記音量レベル算出手段によって算出さ
れた前記第１スピーカーに対する音量レベルを前記ディスプレイ装置に送信する音量レベ
ル送信手段と、前記テスト信号を前記ディスプレイ装置に送信するテスト信号送信手段と
、前記第１チャンネル音声データを前記ディスプレイ装置に送信し、前記第２チャンネル
音声データを前記第２スピーカーから再生させる第１再生手段とを有する。前記ディスプ
レイ装置が、前記音量レベル送信手段から送信された前記第１スピーカーに対する音量レ
ベルに設定され、前記第１チャンネル音声データの音量レベルを調整する第２音量調整手
段と、前記第１チャンネル音声データを前記第１スピーカーから再生させる第２再生手段
と、前記テスト信号送信手段から送信された前記テスト信号を受信し、前記第１スピーカ
ーから再生させるテスト信号再生手段とを有する。
【発明の効果】
【００２１】
　音声処理装置は、ディスプレイ装置の第１スピーカーの遅延時間を、音声処理装置に接
続される第２スピーカーの遅延時間と関連づけて算出し記憶することができる。そして、
音声処理装置は、第１スピーカーで再生すべきチャンネルの音声データが含まれている場
合、第１スピーカー用の遅延時間だけこのチャンネルの音声データを遅延させてディスプ
レイ装置に出力することができる。その結果、第１スピーカーから再生される音声と、第
２スピーカーから再生される音声との聴取者への到達時間をほぼ同じにすることができる
。
【発明を実施するための最良の形態】
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【００２２】
　以下、本発明の好ましい実施形態によるディスク再生装置（例えば、ＤＶＤプレーヤ）
、音声処理装置（例えば、ＡＶアンプ）およびディスプレイ装置（例えば、テレビジョン
受像機）を備える音声再生システムついて、図面を参照して具体的に説明するが、本発明
はこれらの実施形態には限定されない。
【００２３】
　図１は、本実施形態における、ＡＶアンプ２０、ディスプレイ装置３０、及び、各スピ
ーカーの配置の一例を説明する図である（ＤＶＤプレーヤ１０は省略している）。ディス
プレイ装置３０には、表示部３２と、ディスプレイ左スピーカーＳＬＤと、ディスプレイ
右スピーカーＳＲＤとが設けられている。ＡＶアンプ２０には、ＨＤＭＩケーブルを介し
てディスプレイ装置３０が接続され、左スピーカーＳＬ、右スピーカーＳＲ、中央スピー
カーＳＣ、低域スピーカーＳＳＷ、サラウンド左スピーカーＳＳＬ、サラウンド右スピー
カーＳＳＲ、及び、マイクロフォン（以下、マイクという）７０が接続されている。左ス
ピーカーＳＬは、ディスプレイ左スピーカーＳＬＤの外側（左側）に配置され、右スピー
カーＳＲは、ディスプレイ右スピーカーＳＲＤの外側（右側）に配置されている。本例に
おいては、ＡＶアンプ２０は、後述する左中央側音声データＬｃ、右中央側音声データＲ
ｃに対応する増幅処理部及びスピーカー出力端子を備えておらず、従って、図１では、こ
れらの音声データに対応するスピーカーが接続及び配置されていない。
【００２４】
　図２は、ＤＶＤプレーヤ１０およびＡＶアンプ２０の構成を、図３は、ＡＶアンプ２０
（図２と同一）およびディスプレイ装置３０の構成をそれぞれ示すブロック図である。Ｄ
ＶＤプレーヤ１０、ＡＶアンプ２０およびディスプレイ装置３０は、例えばＨＤＭＩ規格
に準拠しており、ＨＤＭＩケーブルを介して相互に接続されている。
【００２５】
［ＤＶＤプレーヤ１０の構成］
　ＤＶＤプレーヤ１０は、再生部１１と、解像度変換部１２と、ＨＤＭＩ送信部１３と、
システム制御部１４と、操作表示部１５と、メモリ１６と、コネクタ部１７とを有してい
る。
【００２６】
　再生部１１は、ＤＶＤディスク（以下、単にディスクという。）に記録されている映像
データをディスクから読み出して、解像度変換部１２に供給する。また、再生部１１は、
ディスクに記録されているエンコードされたマルチチャンネル音声データをディスクから
読み出して、ＨＤＭＩ送信部１３に供給する。再生部１１は、図示しない光ピックアップ
、サーボ回路、ＭＰＥＧデコーダ、音声デコーダ等を含む。
【００２７】
　解像度変換部１２は、再生部１１から供給された映像データの解像度を判別する。また
、解像度変換部１２は、判別した映像データの解像度を、システム制御部１４からのコマ
ンドにより、ユーザ操作によって設定された解像度に変換する。解像度変換部１２によっ
て解像度が変換された映像データは、ＨＤＭＩ送信部１３に供給される。
【００２８】
　ＨＤＭＩ送信部１３は、解像度変換部１２から供給された映像データ、および、再生部
１１から供給された音声データを、システム制御部１４からのコマンドにより、ＨＤＭＩ
規格のデータ（以下、ＨＤＭＩデータ）に変換する。ＨＤＭＩ送信部１３は、ＨＤＭＩデ
ータをコネクタ部１７を介してＡＶアンプ２０に送信する。
【００２９】
　ＨＤＭＩ送信部１３は、ＨＤＭＩデータを送受信するＴＭＤＳライン（通常は複数存在
するが図１では簡単のため１本のラインのみを記載している）、および、接続の有無を判
断するためのホットプラグを介して、ＡＶアンプ２０のＨＤＭＩ受信部２１に接続される
。また、ＨＤＭＩ送信部１３は、ＥＤＩＤを読み出すためのＤＤＣラインを介してＡＶア
ンプ２０のＨＤＭＩ受信部２１、ＰＲＯＭ２５に接続されている。
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【００３０】
　システム制御部１４は、内蔵又は接続されたメモリに格納されているＤＶＤプレーヤの
動作プログラムに基づいて、再生部１１、解像度変換部１２、ＨＤＭＩ送信部１３、操作
表示部１５、メモリ１６等を制御するものであり、例えば、マイクロコンピュータやＣＰ
Ｕ等である。システム制御部１４は、操作表示部１５からの操作入力または各部からの制
御信号およびデータに基づいて各種処理を実行する。
【００３１】
　システム制御部１４は、ＣＥＣラインを介してＡＶアンプ２０のシステム制御部２３に
接続され、システム制御部２３とコマンドおよび／またはデータを送受信する。
【００３２】
［ＡＶアンプの構成］
　次に、図２又は図３を参照し、ＡＶアンプ２０の構成を説明する。ＡＶアンプ２０は、
ＨＤＭＩ受信部２１と、ＨＤＭＩ送信部２２と、システム制御部２３と、操作表示部２４
と、メモリ（ＥＤＩＤ　ＰＲＯＭ、以下、ＰＲＯＭとする）２５と、音声処理部２６と、
コネクタ部２７、２８とを有している。
【００３３】
　ＨＤＭＩ受信部２１は、ＤＶＤプレーヤ１０から送信されたＨＤＭＩデータを受信して
、受信したＨＤＭＩデータから元の映像データ（ＨＤＭＩ変換前の映像データ）を生成し
て、ＨＤＭＩ送信部２２に供給する。また、ＨＤＭＩ受信部２１は、受信したＨＤＭＩデ
ータから元のマルチチャンネル音声データを生成して、音声処理部２６に供給する。
【００３４】
　音声処理部２６は、ＨＤＭＩ受信部２１から供給されたマルチチャンネル音声データを
デコードし、遅延処理、イコライザ処理、Ｄ／Ａ変換処理、音量調整処理、増幅処理等の
各処理を実行し、外部に接続されたスピーカー６０（図１の各スピーカーに対応）に各チ
ャンネルの音声信号を供給する。また、音声処理部２６は、あるチャンネルの音声データ
（例えば左中央側音声データＬｃ、右中央側音声データＲｃ）をＨＤＭＩ送信部２２に供
給する。
【００３５】
　ここで、音声処理部２６に供給されるマルチチャンネル音声データについて説明する。
図１１に示すように、マルチチャンネル音声データには、例えば、左音声データＬ、右音
声データＲ、中央音声データＣ、低域音声データＳＷ、サラウンド左音声データＳＬ、サ
ラウンド右音声データＳＲ、左中央側音声データＬｃ、右中央側音声データＲｃ等が含ま
れている。なお、左中央側音声データＬｃは、左音声データＬと中央音声データＣとの間
の位置（左音声データＬよりも中央側）から再生される音声データである。右中央側音声
データＲｃは、右音声データＲと中央音声データＣとの間の位置（右音声データＲよりも
中央側）から再生される音声データである。
【００３６】
　図４は、音声処理部２６の構成を示すブロック図である。音声処理部２６は、ＤＳＰ４
１と、ＤＡＣ（デジタル－アナログ変換器）４２と、音量調整部４３と、増幅処理部４４
と、変換部４５とを有する。
【００３７】
　ＤＳＰ４１は、ＨＤＭＩ受信部２１から供給されるマルチチャンネル音声データをデコ
ードし、デコードされた各チャンネルの音声データを生成する。ＤＳＰ４１においてデコ
ードされた音声データのうち、左音声データＬ、右音声データＲ、中央音声データＣ、低
域音声データＳＷ、サラウンド左音声データＳＬ、サラウンド右音声データＳＲは、ＤＡ
Ｃ４２に供給される。一方、左中央側音声データＬｃ、右中央側音声データＲｃは変換部
４５に供給される。
【００３８】
　ＤＡＣ４２は、ＤＳＰ４１から供給される各チャンネルの音声データをデジタル－アナ
ログ変換し、各チャンネルのアナログ音声信号を音量調整部４３に供給する。
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【００３９】
　音量調整部４３は、各チャンネルのアナログの音声信号の音量レベルを調整し、増幅処
理部４４に供給する。音量調整部４３は、各チャンネル毎に可変抵抗等の音量調整回路が
設けられている。増幅処理部４４は、音量調整部４３から供給された各チャンネルの音声
信号を増幅して、各チャンネルのスピーカー出力端子を介して、各チャンネルのスピーカ
ーに出力する。増幅処理部４４は、各チャンネル毎に増幅回路が設けられている。
【００４０】
　変換部４５は、ＤＳＰ４１からビットクロックＢＣＬＫ、マスタークロックＭＣＬＫ及
びＬＲクロックＬＲＣＬＫが供給される。変換部４５は、各クロックに基づいて、左中央
側音声データＬｃ及び右中央側音声データＲｃをＳＰＤＩＦ（２チャンネルＰＣＭ）の音
声データに変換し、ＨＤＭＩ送信部２２に供給する。
【００４１】
　自動スピーカー設定を実行する場合、ＤＳＰ４１内部の図示しないメモリ等に格納され
ているテスト信号が、各チャンネルの経路を介してＤＳＣ４２及び変換部４５に供給され
る。ＤＡＣ４２はテスト信号をデジタル－アナログ変換し、音量調整部４３はテスト信号
の音量レベルを基準レベルに調整し、増幅処理部４４はテスト信号を増幅処理し、測定す
るチャンネルのスピーカーに供給する。また、変換部４５は、ＤＳＰ４１からテスト信号
が供給され、クロックに基づいて、テスト信号をＳＰＤＩＦ（２チャンネルＰＣＭ）の音
声データに変換し、ＨＤＭＩ送信部２２に供給する。
【００４２】
　図２又は図３に戻り、ＨＤＭＩ送信部２２は、ＨＤＭＩ受信部２１から供給された映像
データ、並びに、音声処理部２６の変換部４５から供給された左中央側音声データＬｃ及
び右中央側音声データＲｃを、ＨＤＭＩデータに変換する。また、自動スピーカー設定を
実行する場合、映像データ（例えば図示しないＯＳＤ生成部によって生成されたＯＳＤ画
面）、並びに、音声処理部２６の変換部４５から供給されたテスト信号を、ＨＤＭＩデー
タに変換する。ＨＤＭＩ送信部２２は、変換したＨＤＭＩデータをディスプレイ装置３０
のＨＤＭＩ受信部３１に送信する。
【００４３】
　ＨＤＭＩ送信部２２は、ＴＭＤＳラインおよびホットプラグを介して、ディスプレイ装
置３０のＨＤＭＩ受信部３１に接続されている。また、ＨＤＭＩ送信部２２は、ＤＤＣラ
インを介してディスプレイ装置３０のＰＲＯＭ３４及びＨＤＭＩ受信部３１に接続されて
いる。
【００４４】
　システム制御部２３は、内蔵又は接続されたメモリに記憶されているＡＶアンプの動作
プログラムに基づいて、ＨＤＭＩ受信部２１、ＨＤＭＩ送信部２２、操作表示部２４、Ｐ
ＲＯＭ２５、音声処理部２６等を制御するものであり、例えば、マイクロコンピュータや
ＣＰＵ等である。システム制御部２３は、操作表示部２４からの操作入力または各部から
の制御信号およびデータに基づいて各種処理を実行する。
【００４５】
　システム制御部２３は、ＣＥＣラインを介してＤＶＤプレーヤ１０のシステム制御部１
４に接続され、システム制御部１４とコマンドおよびデータを送受信する。また、システ
ム制御部２３は、ＣＥＣラインを介してディスプレイ装置３０のシステム制御部３３に接
続され、システム制御部３３とコマンドおよびデータを送受信する。
【００４６】
　システム制御部２３は、自動スピーカー設定を実行する場合、ＤＳＰ４１に、左音声デ
ータＬ、右音声データＲ、中央音声データＣ、低域音声データＳＷ、サラウンド左音声デ
ータＳＬ、サラウンド右音声データＳＲに対応する各スピーカーに、テスト信号を順番に
出力させる。また、システム制御部２３は、ＤＳＰ４１及びＨＤＭＩ送信部２２に、左中
央側音声データＬｃおよび右中央側音声データＲｃに対応するディスプレイ左スピーカー
ＳＬＤおよびディスプレイ右スピーカーＳＲＤにテスト信号を再生させるために、テスト
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信号を含むＨＤＭＩデータをディスプレイ装置３０に送信させる。ＤＳＰ４１は、各チャ
ンネルに対してテスト信号を出力したとき、テスト信号を出力したことをシステム制御部
２３に通知する。テスト信号の到達時間を算出するための開始時刻をシステム制御部２３
が知るためである。
【００４７】
　テスト信号測定部２９は、自動スピーカー設定を実行する際に、ＡＶアンプに接続され
ている各スピーカー、ディスプレイ左スピーカーＳＬＤおよびディスプレイ右スピーカー
ＳＲＤから順次再生され、マイク７０で受信したテスト信号が入力される。テスト信号測
定部２９は、テスト信号が入力されたとき、システム制御部２３にテスト信号が入力され
たことを通知し、かつ、テスト信号の音量レベルを周知の技術で検出し、システム制御部
２３に通知する。
【００４８】
　システム制御部２３は、各スピーカー毎に、例えばＤＳＰ４１からテスト信号が出力さ
れた時点からテスト信号測定部２９にテスト信号が入力された時点までに経過した時間（
以下、テスト信号到達時間という。）を算出し、各スピーカー毎の音声データの遅延時間
を算出する。詳細には、テスト信号到達時間が最も大きいスピーカーに出力される音声デ
ータの遅延時間を基準である０ｍｓに設定する（すなわち、遅延時間を設定しない）。そ
して、他のスピーカーに出力される音声データの遅延時間を、遅延時間を０ｍｓに設定し
たスピーカーのテスト信号到達時間ｔ０から対象となるスピーカーのテスト信号到達時間
ｔ１を減算した時間ｔ０－ｔ１に設定する。すなわち、各スピーカーの遅延時間は、各ス
ピーカーからの音声の聴取者の位置での到達時間が同じになるような値に設定される。な
お、各スピーカー毎に算出された遅延時間は、システム制御部２３に接続（又は内蔵され
た）メモリ２３ａ内に格納されている図５に示すスピーカー設定テーブルに保存される。
【００４９】
　本実施形態においては、変換部４５、ＨＤＭＩ送信部２２およびＨＤＭＩ受信部３１に
おける変換処理時間に起因して、ディスプレイ左スピーカーＳＬＤ又はディスプレイ右ス
ピーカーＳＲＤ（左中央側音声データＬｃ又は右中央側音声データＲｃ）のテスト信号到
達時間が最も大きいと考えられる。従って、ディスプレイ左スピーカーＳＬＤ又はディス
プレイ右スピーカーＳＲＤの遅延時間が０ｍｓに設定され、その他のスピーカーの遅延時
間がディスプレイ左スピーカーＳＬＤ又はディスプレイ右スピーカーＳＲＤのテスト信号
到達時間を基準に設定される。
【００５０】
　また、システム制御部２３は、各スピーカーのうち任意のスピーカーの音量補正レベル
を基準である０ｄＢに設定する。例えば、８つのスピーカーから再生されたテスト信号の
音量レベルのうち、音量レベルが４番目に大きいスピーカーの音量補正レベルを０ｄＢに
設定する。そして、他のスピーカーの音量補正レベルは、音量補正レベルが０ｄＢに設定
されたスピーカーからのテスト信号の音量レベルＶＡから、対象となるスピーカーからの
テスト信号の音量レベルＶＢを減算した値ＶＡ－ＶＢに設定される。すなわち、各スピー
カーの音量補正レベルは、各スピーカーから出力された音声の聴取者の位置における音量
レベルが同じになるように設定される。なお、算出された各スピーカー毎の音量補正レベ
ルは、システム制御部２３に接続（又は内蔵された）メモリ２３ａ内に格納されている図
５に示すスピーカー設定テーブルに保存される。
【００５１】
　システム制御部２３は、音声処理部２６からマルチチャンネル音声データのチャンネル
情報を取得し、マルチチャネル音声データに左中央側音声データＬｃ及び右中央側音声デ
ータＲｃが含まれているかを判断する。左中央側音声データＬｃ及び右中央側音声データ
Ｒｃが含まれている場合には、システム制御部２３は、左中央側音声データＬｃ及び右中
央側音声データＲｃを変換部４５に出力するように制御する。これにより、図１において
、左スピーカーＳＬから左音声データＬが再生され、右スピーカーＳＲから右音声データ
Ｒが再生され、ディスプレイ左スピーカーＳＬＤから左中央側音声データＬｃが再生され
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、ディスプレイ右スピーカーＳＲＤから右中央側音声データＲｃが再生される。このとき
、システム制御部２３は、ＤＳＰ４１に、図５のスピーカー設定テーブルの遅延時間だけ
各チャンネルの音声データの出力を遅延させる。
【００５２】
　システム制御部２３は、マルチチャネル音声データに、左中央側音声データＬｃ及び右
中央側音声データＲｃが含まれている場合に、ＣＥＣラインを介してディスプレイ装置３
０に、ディスプレイ左スピーカーＳＬＤ及びディスプレイ右スピーカーＳＲＤ用の音量レ
ベルを含む音量設定コマンドを送信する。ディスプレイ左スピーカーＳＬＤ及びディスプ
レイ右スピーカーＳＲＤ用の音量レベルは、マスターボリュームの音量レベルに、図５の
スピーカー設定テーブルに登録されている音量補正レベルを加算した値である。ディスプ
レイ装置３０のスピーカーを使用して左中央側音声データＬｃ及び右中央側音声データＲ
ｃを再生する際に、ＡＶアンプ２０に接続されたスピーカーから再生される音声の音量と
、ディスプレイ３０のスピーカーから再生される音声の音量とを一致させることができる
。
【００５３】
［ディスプレイ装置３０の構成］
　次に、図３を参照し、ディスプレイ装置３０について説明する。ディスプレイ装置３０
は、ＨＤＭＩ受信部３１と、表示部３２と、システム制御部３３と、メモリ（ＥＤＩＤ　
ＰＲＯＭ、以下、ＰＲＯＭとする）３４と、操作部３５と、音声処理部３６と、スピーカ
ー３７（図１における、ディスプレイ左スピーカーＳＬＤ及びディスプレイ右スピーカー
ＳＲＤに対応）と、コネクタ部３８とを有する。
【００５４】
　ＨＤＭＩ受信部３１は、ＡＶアンプ２０のＨＤＭＩ送信部２２から送信されたＨＤＭＩ
データを受信して、ＨＤＭＩデータから元の映像データを生成し、表示部３２に供給する
。また、ＨＤＭＩ受信部３１は、ＨＤＭＩデータから元の音声データを生成して、音声処
理部３６に供給する。音声データは、上記の通り、例えば、左中央側音声データＬｃ及び
右中央側音声データＲｃを含むＳＰＤＩＦ（ＰＣＭ）データである。
【００５５】
　音声処理部３６は、ＨＤＭＩ受信部３１から供給された音声データを、Ｄ／Ａ変換処理
、音量調整処理、増幅処理等の各処理を実行し、スピーカー３７に供給する。図６は、音
声処理部３６の構成を示すブロック図である。音声処理部３６は、ＤＡＣ（デジタル－ア
ナログ変換器）５１と、音量調整部５２と、増幅処理部５３とを含む。
【００５６】
　ＤＡＣ５１は、ＨＤＭＩ受信部３１から供給される音声データをデジタル－アナログ変
換し、アナログ音声信号を音量調整部５２に供給する。音量調整部５２は、ＤＡＣ５１か
らのアナログ音声信号の音量レベルを調整し、増幅処理部５３に供給する。音量調整部５
２の音量レベルは、ＡＶアンプ２０のシステム制御部１４からの音量設定コマンドに含ま
れている音量レベルにシステム制御部３３によって調整される。増幅処理部５３は、音量
調整部５２からの音声信号を増幅し、スピーカーに出力する。すなわち、左中央側音声デ
ータＬｃがディスプレイ左スピーカーＳＬＤから再生され、右中央側音声データＲｃがデ
ィスプレイ右スピーカーＳＲＤから再生される。
【００５７】
　自動スピーカー設定を実行する場合、ＨＤＭＩ受信部３１は、ＡＶアンプ２０のＨＤＭ
Ｉ送信部２２から送信されたＨＤＭＩデータを受信して、ＨＤＭＩデータから元の映像デ
ータ（ＯＳＤ画面）を生成し、表示部３２に供給する。また、ＨＤＭＩ受信部３１は、Ｈ
ＤＭＩデータからテスト信号を生成して、音声処理部３６に供給する。音声処理部３６は
、ＨＤＭＩ受信部３１から供給されたテスト信号を、Ｄ／Ａ変換処理、音量調整処理、増
幅処理等の各処理を実行し、スピーカー３７に供給する。なお、テスト信号を再生する場
合には、音量調整部５２の音量レベルはＡＶアンプ２０の音量調整部４３に設定される基
準レベルと同じ基準レベルに設定される。
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【００５８】
　表示部３２は、ＨＤＭＩ受信部３１から映像データが供給され、当該映像データに基づ
いて映像を表示するものであり、例えば、ＬＣＤまたはＣＲＴ等である。
【００５９】
　システム制御部３３は、内蔵又は接続されたメモリに格納されたディスプレイ装置の動
作プログラムに基づいて、ＨＤＭＩ受信部３１、表示部３２、ＰＲＯＭ３４、音声処理部
３６等を制御するものであり、例えば、マイクロコンピュータやＣＰＵ等である。システ
ム制御部３３は、操作部３５からの操作入力または各部からの制御信号およびデータに基
づいて各種処理を実行する。
【００６０】
　システム制御部３３は、ＡＶアンプ２０のシステム制御部２３から音量設定コマンドを
受信すると、音量設定コマンドに含まれている音量レベルに基づいて、音量調整部５２の
音量レベルを制御する。ディスプレイ左スピーカーＳＬＤおよびディスプレイ右スピーカ
ーＳＲＤから、テスト信号、又は、左中央側音声信号Ｌｃ及び右中央側音声信号Ｒｃが再
生される場合、音量調整部５２の音量レベルは、ＡＶアンプ２０から通知された基準レベ
ル又は音量レベルに設定されるが、システム制御部３３は、ＡＶアンプ２０から通知され
た基準レベル又は音量レベルに設定する前に、音量調整部５２に設定されていた元音量レ
ベルをＡＶアンプ２０のシステム制御部２３にＣＥＣラインを介して通知して、ＡＶアン
プ２０のメモリ２３ａに記憶させる。そして、テスト信号、又は、左中央側音声信号Ｌｃ
及び右中央側音声信号Ｒｃの再生を終了した後、システム制御部３３は、ＡＶアンプ２０
のシステム制御部２３から、元音量レベルを受信して、音量調整部５２の音量レベルを元
音量レベルに再び設定する。
【００６１】
［自動スピーカー設定処理］
　以下、図７～図８のフローチャートを参照し、自動スピーカー設定処理を説明する。図
７に示すように、ユーザ操作によって自動スピーカー設定指示が入力されると（Ｓ１でＹ
ＥＳ）、システム制御部２３は、音量調整部４３の音量レベルを基準レベル（例えば０ｄ
Ｂ）に設定し、左スピーカーＳＬ、右スピーカーＳＲ、中央スピーカーＳＣ、低域スピー
カーＳＳＷ、サラウンド左スピーカーＳＳＬ、サラウンド右スピーカーＳＳＲから所定の
順番でテスト信号を再生するように音声処理部２６を制御する（Ｓ２）。聴取者の位置に
配置されたマイク７０で各スピーカーから再生されたテスト信号が受信され、テスト信号
測定部２９に入力される。システム制御部２３は、各スピーカーから再生されたテスト信
号について、テスト信号到達時間と音量レベルとを測定し、メモリ２３ａに一時的に保存
する。
【００６２】
　続いて、システム制御部２３は、ユーザ操作によってＣＥＣラインを介してディスプレ
イ装置３０のシステム制御部３３と通信するように設定されているか否かを判断する（Ｓ
３）。ＣＥＣラインを介してディスプレイ装置３０のシステム制御部３３と通信しないよ
うに設定されている場合（Ｓ３でＮＯ）、Ｓ９に進む。すなわち、Ｓ２で測定した、ＡＶ
アンプ２０に接続されている各スピーカーのテスト信号到達時間および音量レベルによっ
て、ＡＶアンプ２０に接続されている各スピーカーの遅延時間及び音量補正レベルを算出
する（Ｓ９）。
【００６３】
　一方、ＣＥＣラインを介してディスプレイ装置３０のシステム制御部３３と通信するよ
うに設定されている場合（Ｓ３でＹＥＳ）、システム制御部２３は、ＣＥＣラインを介し
てディスプレイ装置３０のシステム制御部３３にディスプレイ左スピーカーＳＬＤ及びデ
ィスプレイ右スピーカーＳＲＤを使用可能であるか否かを確認するスピーカー使用可能確
認コマンドを送信する（Ｓ４）。
【００６４】
　図８に示すように、ディスプレイ装置３０のシステム制御部３３は、スピーカー使用可
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能確認コマンドを受信すると（Ｓ１１でＹＥＳ）、ユーザ操作によってＣＥＣラインを介
してＡＶアンプ２０のシステム制御部２３と通信するように設定されているか否かを判断
する（Ｓ１２）。ＣＥＣラインを介してＡＶアンプ２０のシステム制御部２３と通信しな
いように設定されている場合（Ｓ１２でＮＯ）、処理を終了する。
【００６５】
　一方、ＣＥＣラインを介してＡＶアンプ２０のシステム制御部２３と通信するように設
定されている場合（Ｓ１２でＹＥＳ）、システム制御部３３は、ディスプレイ左スピーカ
ーＳＬＤ及びディスプレイ右スピーカーＳＲＤを使用可能であるか否かを判断する（Ｓ１
３）。ディスプレイ左スピーカーＳＬＤ及びディスプレイ右スピーカーＳＲＤを使用可能
である場合（Ｓ１３でＹＥＳ）、システム制御部３３は、ＣＥＣラインを介してＡＶアン
プ２０のシステム制御部２３にディスプレイ左スピーカーＳＬＤ及びディスプレイ右スピ
ーカーＳＲＤを使用可能である旨を通知すると共に、現在の音量調整部５２に設定されて
いる音量レベル（元音量レベルという。）をシステム制御部２３に通知する（Ｓ１４）。
【００６６】
　一方、例えばスピーカーが設けられていない又は他の音声信号を再生している等の理由
で、ディスプレイ左スピーカーＳＬＤ及びディスプレイ右スピーカーＳＲＤを使用不可能
である場合（Ｓ１３でＮＯ）、システム制御部３３は、ＣＥＣラインを介してＡＶアンプ
２０のシステム制御部２３にディスプレイ左スピーカーＳＬＤ及びディスプレイ右スピー
カーＳＲＤを使用不可能である旨を通知する（Ｓ１５）。
【００６７】
　図７に示すように、システム制御部２３は、ディスプレイ装置３０のシステム制御部３
３からの通知に基づいて、ディスプレイ左スピーカーＳＬＤ及びディスプレイ右スピーカ
ーＳＲＤを使用可能であるか否かを判断する（Ｓ５）。
【００６８】
　ディスプレイ左スピーカーＳＬＤ及びディスプレイ右スピーカーＳＲＤを使用可能であ
る場合（Ｓ５でＹＥＳ）、システム制御部２３は、ディスプレイ装置３０のシステム制御
部３３から受信した元音量レベルをメモリ２３ａに保存し、ＣＥＣラインを介してディス
プレイ装置３０のシステム制御部３３に音量設定コマンドを送信する（Ｓ６）。音量設定
コマンドには、ＡＶアンプ２０に接続されているスピーカーからテスト信号を出力する際
に音量調整部４３に設定された基準レベル（例えば０ｄＢ）が含まれている。同じ音量レ
ベルで聴取者の位置における音量レベルを測定するためである。図８に示すように、シス
テム制御部３３は、音量設定コマンドを受信すると、音量調整部５２の音量レベルを音量
設定コマンドに含まれている基準レベルに設定する（Ｓ１６）。そして、システム制御部
３３は、音量設定完了通知を、ＣＥＣラインラインを介してＡＶアンプ２０のシステム制
御部２３に送信する（Ｓ１７）。
【００６９】
　図７に示すように、システム制御部２３は、音量設定完了通知を受信すると、テスト信
号を含むＨＤＭＩデータをディスプレイ装置３０に送信するように音声処理部２６及びＨ
ＤＭＩ送信部２２を制御する（Ｓ７）。詳細には、ＤＳＰ４１がテスト信号を変換部４５
に供給し、変換部４５がテスト信号をＳＰＤＩＦ信号に変換し、ＨＤＭＩ送信部２２がテ
スト信号とＯＳＤ画面とをＨＤＭＩデータに変換し、ディスプレイ装置３０のＨＤＭＩ受
信部３１に出力する。図８に示すように、ＨＤＭＩ受信部３１はＨＤＭＩデータを受信す
ると（Ｓ１８でＹＥＳ）、ＯＳＤ画面を表示部３２に供給し、テスト信号を音声処理部３
６に供給する。音声処理部３６においては、ＤＡＣ５１がテスト信号をデジタル－アナロ
グ変換し、音量調整部５２がテスト信号の音量レベルを調整し、増幅処理部５３がテスト
信号を増幅し、ディスプレイ左スピーカーＳＬＤ及びディスプレイ右スピーカーＳＲＤか
らテスト信号が再生される（Ｓ１９）。
【００７０】
　聴取者の位置に配置されたマイク７０で、ディスプレイ左スピーカーＳＬＤ及びディス
プレイ右スピーカーＳＲＤからから再生されたテスト信号が受信され、テスト信号測定部
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２９に入力される。システム制御部２３は、ディスプレイ左スピーカーＳＬＤ及びディス
プレイ右スピーカーＳＲＤから再生されたテスト信号について、テスト信号到達時間と音
量レベルとを測定し、メモリ２３ａに一時的に保存する（Ｓ７）。
【００７１】
　システム制御部２３は、Ｓ６でメモリ２３ａに保存した音量調整部５２の元音量レベル
を、ＣＥＣラインを介してディスプレイ装置３０のシステム制御部３３に返信する（Ｓ８
）。図８に示すように、システム制御部３３は、ＡＶアンプ２０のシステム制御部２３か
ら基準レベルに設定する前の元音量レベルを受信すると、音量調整部５２の音量レベルを
元音量レベルに設定する（Ｓ２０）。従って、ディスプレイ左スピーカーＳＬＤ及びディ
スプレイ右スピーカーＳＲＤから他の音声データを再生する場合に、音量調整部５２の音
量レベルが基準レベルのままになっており聴取者に不快感を与えることを防止することが
できる。
【００７２】
　次に、システム制御部２３は、Ｓ２で測定した左スピーカーＳＬ、右スピーカーＳＲ、
中央スピーカーＳＣ、低域スピーカーＳＳＷ、サラウンド左スピーカーＳＳＬ、サラウン
ド右スピーカーＳＳＲからのテスト信号のテスト信号到達時間および音量レベルと、Ｓ７
で測定したディスプレイ左スピーカーＳＬＤ及びディスプレイ右スピーカーＳＲＤからの
テスト信号のテスト信号到達時間および音量レベルとに基づいて、左スピーカーＳＬ、右
スピーカーＳＲ、中央スピーカーＳＣ、低域スピーカーＳＳＷ、サラウンド左スピーカー
ＳＳＬ、サラウンド右スピーカーＳＳＲ、ディスプレイ左スピーカーＳＬＤ及びディスプ
レイ右スピーカーＳＲＤの遅延時間及び音量補正レベルを算出し、図５のスピーカー設定
テーブルに保存する（Ｓ９）。なお、遅延時間及び音量補正レベルの算出方法は上記の通
りである。
【００７３】
　一方、Ｓ５でディスプレイ左スピーカーＳＬＤ及びディスプレイ右スピーカーＳＲＤを
使用不可能である場合（Ｓ５でＮＯ）、Ｓ９に進み、システム制御部２３は、Ｓ２で測定
した左スピーカーＳＬ、右スピーカーＳＲ、中央スピーカーＳＣ、低域スピーカーＳＳＷ
、サラウンド左スピーカーＳＳＬ、サラウンド右スピーカーＳＳＲからのテスト信号のテ
スト信号到達時間および音量レベルのみに基づいて、左スピーカーＳＬ、右スピーカーＳ
Ｒ、中央スピーカーＳＣ、低域スピーカーＳＳＷ、サラウンド左スピーカーＳＳＬ、サラ
ウンド右スピーカーＳＳＲの遅延時間及び音量補正レベルを算出し、図５のスピーカー設
定テーブルに保存する（Ｓ９）。このとき、ディスプレイ左スピーカーＳＬＤ及びディス
プレイ右スピーカーＳＲＤの遅延時間及び音量補正レベルはスピーカー設定テーブルに登
録されない。
【００７４】
［スピーカー設定を用いた音声再生処理］
　以下、図９～図１０のフローチャートを参照し、スピーカー設定を用いた音声再生処理
を説明する。図９に示すように、ＡＶアンプ２０のシステム制御部２３は、ＤＶＤプレー
ヤ１０からＨＤＭＩデータが入力されたか否か、すなわち、ＨＤＭＩ受信部２１がＨＤＭ
Ｉデータを受信したか否かを監視しており、ＨＤＭＩデータが入力されると、ＨＤＭＩ受
信部２１は、ＨＤＭＩデータから元の映像データ及びマルチチャンネル音声データを生成
し、映像データをＨＤＭＩ送信部２２に供給し、マルチチャンネル音声データを音声処理
部２６に供給する。音声処理部２６は、マルチチャンネル音声データの一部をデコードし
、その情報領域に含まれているチャンネル情報を読み出して、システム制御部２３に供給
する（Ｓ２１）。
【００７５】
　システム制御部２３は、マルチチャンネル音声データに左中央側音声データＬｃ及び右
中央側音声データＲｃが含まれているか否かを判断する（Ｓ２２）。左中央側音声データ
Ｌｃ及び右中央側音声データＲｃが含まれていない場合（Ｓ２２でＮＯ）、Ｓ２８へと進
む。一方、左中央側音声データＬｃ及び右中央側音声データＲｃが含まれている場合（Ｓ
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２２でＹＥＳ）、システム制御部２３は、ディスプレイ左スピーカーＳＬＤおよびディス
プレイ右スピーカーＳＲＤを使用可能であるか否かを判断する（Ｓ２３）。ディスプレイ
左スピーカーＳＬＤおよびディスプレイ右スピーカーＳＲＤを使用可能であるか否かは、
スピーカー設定テーブルにディスプレイ左スピーカーＳＬＤおよびディスプレイ右スピー
カーＳＲＤの遅延時間及び音量補正レベルが登録されているか否かを確認することによっ
て判断できる。
【００７６】
　ディスプレイ左スピーカーＳＬＤおよびディスプレイ右スピーカーＳＲＤを使用不可能
である場合（Ｓ２３でＮＯ）、Ｓ２８に進む。一方、ディスプレイ左スピーカーＳＬＤお
よびディスプレイ右スピーカーＳＲＤを使用可能である場合（Ｓ２３でＹＥＳ）、システ
ム制御部２３は、ディスプレイ装置３０のスピーカーで左中央側音声データＬｃ及び右中
央側音声データＲｃを再生する準備を行うため、ＣＥＣラインを介して、ディスプレイ装
置３０のシステム制御部３３に音量設定コマンドを送信する（Ｓ２４）。音量設定コマン
ドには、ディスプレイ左スピーカーＳＬＤ用の音量レベルおよびディスプレイ右スピーカ
ーＳＲＤ用の音量レベルが含まれており、これらは、現在のＡＶアンプ２０のマスターボ
リュームの音量レベルに、図５のスピーカー設定テーブルに記憶されている音量補正レベ
ルを加算することによって算出される。
【００７７】
　図１０に示すように、ディスプレイ装置３０のシステム制御部３３は、ＣＥＣラインを
介して、ＡＶアンプ２０のシステム制御部２３から音量設定コマンドを受信したか否かを
監視している（Ｓ４１）。音量設定コマンドを受信すると（Ｓ４１でＹＥＳ）、システム
制御部３３は、音量調整部５２に設定されている元音量レベルをＡＶアンプ２０のシステ
ム制御部２３に送信する（Ｓ４２）。図９に示すように、ＡＶアンプ２０のシステム制御
部２３は、ディスプレイ装置３０のシステム制御部３３から元音量レベルを受信すると、
元音量レベルをメモリ２３ａに保存する（Ｓ２５）。
【００７８】
　続いて、図１０に示すように、システム制御部３３は、音量設定コマンドに含まれてい
るディスプレイ左スピーカーＳＬＤ用の音量レベルおよびディスプレイ右スピーカーＳＲ
Ｄ用の音量レベルを読み出して、音量調整部５２の各スピーカー用の音量レベルを当該音
量レベルに設定する（Ｓ４３）。続いて、システム制御部３３は、ＣＥＣラインを介して
、ＡＶアンプ２０のシステム制御部２３に音量設定完了通知を送信する（Ｓ４４）。その
後、ディスプレイ装置３０は、ＡＶアンプ２０からＨＤＭＩデータを受信するまで待機す
る。
【００７９】
　図９に示すように、ＡＶアンプ２０のシステム制御部２３は、ＣＥＣラインを介して、
ディスプレイ装置３０のシステム制御部３３から音量設定完了通知を受信すると、図５の
スピーカー設定テーブルから左中央側音声データＬｃ及び右中央側音声データＲｃの遅延
時間を読み出して、ＤＳＰ４１に読み出した遅延時間、左中央側音声データＬｃ及び右中
央側音声データＲｃを遅延させて出力するように指示する。ＤＳＰ４１は、システム制御
部２３からの指示に応じて、左中央側音声データＬｃ及び右中央側音声データＲｃを指示
された時間遅延させて、変換部４５に出力する（Ｓ２６）。変換部４５は、左中央側音声
データＬｃ及び右中央側音声データＲｃをＳＰＤＩＦ（ＰＣＭ）データに変換し、ＨＤＭ
Ｉ送信部２２に供給する。ＨＤＭＩ送信部２２は、映像データと、左中央側音声データＬ
ｃ及び右中央側音声データＲｃとからＨＤＭＩデータを生成し、ディスプレイ装置３０の
ＨＤＭＩ受信部３１に送信する（Ｓ２７）。
【００８０】
　図１０に示すように、ディスプレイ装置３０のＨＤＭＩ受信部３１は、ＨＤＭＩデータ
を受信すると、元の映像データと、左中央側音声データＬｃ及び右中央側音声データＲｃ
とを生成し、映像データを表示部３２に供給し、左中央側音声データＬｃ及び右中央側音
声データＲｃを音声処理部３６に供給する（Ｓ４５）。システム制御部３３は、音量調整
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部５２及び増幅処理部５３を制御して、ミュート状態を解除する（Ｓ４６）。音声処理部
３６において、ＤＡＣ５１が音声データをデジタル－アナログ変換し、音量調整部５２が
アナログ音声信号の音量レベルを調整し、増幅処理部５３がアナログ音声信号を増幅し、
スピーカーに出力する。その結果、ディスプレイ左スピーカーＳＬＤから左中央側音声デ
ータＬｃが再生され、ディスプレイ右スピーカーＳＲＤから右中央側音声データＲｃが再
生される（Ｓ４７）。
【００８１】
　図９に示すように、システム制御部２３は、図５のスピーカー設定テーブルから、左ス
ピーカーＳＬ、右スピーカーＳＲ、中央スピーカーＳＣ、低域スピーカーＳＳＷ、サラウ
ンド左スピーカーＳＳＬ、サラウンド右スピーカーＳＳＲの音量補正レベルを読み出して
、マスターボリュームの音量レベルに音量補正レベルを加算して、各スピーカーの音量レ
ベルを算出する。そして、システム制御部２３は、音量調整部４３の各スピーカーの音量
レベルを、算出した音量レベルに設定する（Ｓ２８）。
【００８２】
　システム制御部２３は、図５のスピーカー設定テーブルから、左スピーカーＳＬ、右ス
ピーカーＳＲ、中央スピーカーＳＣ、低域スピーカーＳＳＷ、サラウンド左スピーカーＳ
ＳＬ、サラウンド右スピーカーＳＳＲ用の遅延時間を読み出して、ＤＳＰ４１に読み出し
た遅延時間、左音声データＬ、右音声データＲ、中央音声データＣ、低域音声データＳＷ
、サラウンド左音声データＳＬ、サラウンド右音声データＳＲを遅延させて出力するよう
に指示する（Ｓ２９）。ＤＳＰ４１は、システム制御部２３からの指示に応じて、各チャ
ンネルの音声データを遅延させて、ＤＡＣ４２に出力する。ＤＡＣ４２は、音声データを
デジタル－アナログ変換し、音量調整部５２は、アナログ音声信号の音量レベルを調整し
、増幅処理部５３は、アナログ音声信号を増幅し、スピーカーに出力する。その結果、左
音声データＬは左スピーカーＳＬから再生され、右音声データＲは右スピーカーＳＲから
再生され、中央音声データＣは中央スピーカーＣから再生され、サラウンド左音声データ
ＳＬはサラウンド左スピーカーＳＳＬから再生され、サラウンド右音声データＳＲはサラ
ウンド右スピーカーＳＳＲから再生される（Ｓ３０）。
【００８３】
　なお、マルチチャンネル音声データに左中央側音声データＬｃ及び右中央側音声データ
Ｒｃが含まれなくなった場合（Ｓ３１でＮＯ）、又は、マルチチャンル音声データが受信
されなくなった場合、システム制御部２３は、ディスプレイ装置３０のシステム制御部３
３にＳ２５でメモリに保存した音量調整部５２の元音量レベルを送信する（Ｓ３２）。図
１０に示すように、ディスプレイ装置３０のシステム制御部３３は、ＡＶアンプ２０のシ
ステム制御部２３から元音量レベルを受信すると（Ｓ４８でＹＥＳ）、音量調整部５２の
音量レベルを元音量レベルに再び設定する（Ｓ４９）。
【００８４】
　以上のように、本実施形態によると、ディスプレイ左スピーカーＳＬＤ，ディスプレイ
右スピーカーＳＲＤの遅延時間および音量補正レベルを、左スピーカーＳＬ、右スピーカ
ーＳＲ、中央スピーカーＳＣ、低域スピーカーＳＳＷ、サラウンド左スピーカーＳＳＬ、
サラウンド右スピーカーＳＳＲの遅延時間および音量補正レベルと関連づけて算出し保存
することができる。そして、マルチチャンネル音声データにディスプレイ左スピーカーＳ
ＬＤ，ディスプレイ右スピーカーＳＲＤで再生すべきチャンネルの音声データが含まれて
いる場合、ディスプレイ左スピーカーＳＬＤ，ディスプレイ右スピーカーＳＲＤ用の音量
レベルを算出してディスプレイ装置に送信し、ディスプレイ左スピーカーＳＬＤ，ディス
プレイ右スピーカーＳＲＤ用の遅延時間だけこれらのチャンネルの音声データを遅延させ
て出力することができる。
【００８５】
　以上、本発明の好ましい実施形態を説明したが、本発明はこれらの実施形態には限定さ
れない。なお、本発明を満足するためには、ディスプレイ装置３０は少なくとも１つのス
ピーカーＳＬＤ又はＳＲＤを備えていればよく、ＡＶアンプ２０には少なくとも１つのス
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ピーカーが接続されていればよい。遅延時間が０ｍｓ、音量補正レベルが０ｄＢである場
合には、図５のスピーカー設定テーブルに値を登録しないようにしてもよい。このことを
加味して「遅延時間、音量補正レベルの少なくとも１つを算出して記憶する」と記載する
。マルチチャンネル音声データに含まれる音声データのチャンネルは実施形態に限定され
ず、例えば、マルチチャンネル音声データに、左音声データＬ、右音声データＲ、中央音
声データＣ、低域音声データＳＷ、サラウンド左音声データＳＬ、サラウンド右音声デー
タＳＲ、左外側音声データＬｗ、右外側音声データＲｗが含まれており、ディスプレイ左
スピーカーＳＬＤで左音声データＬを再生し、ディスプレイ右スピーカーＳＲＤで右音声
データＲを再生し、左スピーカーＳＬで左外側音声データＬｗを再生し、右スピーカーＳ
Ｒで右外側音声データＲｗを再生する場合、又は、ディスプレイ左スピーカーＳＬＤで左
外側音声データＬｗを再生し、ディスプレイ右スピーカーＳＲＤで右外側音声データＲｗ
を再生し、左スピーカーＳＬで左音声データＬを再生し、右スピーカーＳＲで右音声デー
タＲを再生する場合も同様に実施することができる。同様に、中央音声データＣをディス
プレイ左スピーカーＳＬＤまたはディスプレイ右スピーカーＳＲＤで再生する場合にも適
用できる。また、ＡＶアンプ２０にＤＶＤプレーヤ１０の機能が含まれていてもよく、こ
の場合、ＨＤＭＩ受信部２１は不要になる。また、ＡＶアンプ２０とディスプレイ装置３
０との機能を有するテレビジョン受像機にも本発明を適用可能であり、この場合のマルチ
チャンネル音声データはＴＶ放送の音声データでもよい。また、ＡＶアンプ２０が、ＤＶ
Ｄプレーヤ１０に代えて受信機からＨＤＭＩデータを受信してもよい。また、ディスプレ
イ装置に送信される音声データやテスト信号は、ＨＤＭＩケーブルを介して送信されるの
ではなく、光デジタルケーブル等で送信されてもよい。この場合、別途他の通信ケーブル
を介して音量設定コマンドが送信されるとよい。また、ＡＶアンプおよびディスプレイ装
置の上記動作をコンピュータに実行させるためのプログラムおよびこれを記録した記録媒
体という形態で提供されてもよい。また、ＡＶアンプの上記動作の一部のみのプログラム
を、ＡＶアンプにファームウェアアップデートという形態で提供されてもよい。さらには
、ＡＶアンプの上記動作の一部のみのプログラムが格納されたＤＳＰ、マイコンなどの電
子部品という形態で提供されてもよい。
【産業上の利用可能性】
【００８６】
　本発明は、ＡＶアンプおよびテレビジョン受像機等に好適に採用され得る。
【図面の簡単な説明】
【００８７】
【図１】ＡＶアンプ２０、ディスプレイ装置３０およびスピーカーの配置を示す図である
。
【図２】本発明の好ましい実施形態によるＤＶＤプレーヤ１０およびＡＶアンプ２０の構
成を示すブロック図である。
【図３】本発明の好ましい実施形態によるＡＶアンプ２０およびディスプレイ装置の構成
を示すブロック図である。
【図４】音声処理部２６を説明するブロック図である。
【図５】スピーカー設定テーブルを示す図である。
【図６】音声処理部３６を説明するブロック図である。
【図７】ＡＶアンプ２０の自動スピーカー設定処理を説明するフローチャートである。
【図８】ディスプレイ装置３０の自動スピーカー設定処理を説明するフローチャートであ
る。
【図９】ＡＶアンプ２０の再生処理を説明するフローチャートである。
【図１０】ディスプレイ装置３０の再生処理を説明するフローチャートである。
【図１１】マルチチャンネル音声データの各音声データの再生位置を示す図である。
【符号の説明】
【００８８】
　１０　　　　　　ＤＶＤプレーヤ
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　２０　　　　　　ＡＶアンプ
　２１　　　　　　ＨＤＭＩ受信部
　２２　　　　　　ＨＤＭＩ送信部
　２３　　　　　　システム制御部
　２６　　　　　　音声処理部
　３０　　　　　　ディスプレイ装置
　３１　　　　　　ＨＤＭＩ受信部
　３３　　　　　　システム制御部
　４１　　　　　　ＤＳＰ
　４２　　　　　　ＤＡＣ
　４３　　　　　　音量調整部
　４４　　　　　　増幅処理部
　４５　　　　　　変換部

【図１】 【図２】
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【図５】

【図６】

【図７】 【図８】
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